
 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報

株式会社

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

当社の強

有している

た各種機械

行っている

え、顧客に

の対応を図

当社は、

元農家や

す。 

当社の経

かな技術と

割強を占め

関連農機具

ます。 

当社の一

ランター』

るため、長

が激減しま

で作業台に

す。1 条植

1 人でも 2

ん。まさに

援事例 

社 フク

北

ジ URL h

2

６

強みは、社長

ること、また

械をオーダー

ることです。

に支障を与え

図っています

地元密着型

JA などをは

経営スローガ

と自由な発想

める長いも関

具にとどまら

一押し商品は

（特許第 6

長いも生産者

ます。種芋を

に載せるだけ

植えながらも

2 人でも作業

に、長いも植

【INPIT

クザワ・

北海道河西郡

http://fuku

2007 年 

６人 

長が自衛官時

た、その技術力

ーメイド化し

また、「アフ

えない様に、修

す。 

の農機具メ

はじめ、大手

ガンは、お客様

想」をもとに

関連の農機具

らず、食品加工

は、機械振興

149027 号

者の悩みであ

を畝（うね）に

けでよく、後

も作業効率は

業ができ、発

植えの革命児

T 北海道

オーダー

郡芽室町 

uzawa-ord

時代に航空機

力を生かして

し、開発から製

フターサービ

修理・メンテ

ーカーとして

手農機具メー

様の『あった

に、『カタチ』

具製造を主力

工機に至るま

協会会長賞を

号）です。立

あった『肩・腰

に直接植え付

後はすべて自

は従来機（2

発芽位置や発

児です。 

道知財総

ー農機 

der.com/ 

業 種

資本金

企業概要

機整備で培っ

て顧客の様々

製造販売まで

ビス」を最重

テナンスの面

て昭和 50 年

ーカーにも取

たら良いな』

』にすること

力としていま

まで幅広いニ

を受賞した

立ったままの

腰・膝・首』

付けた時と同

自動で植え付

条植え）の

発芽率もほと

自社の強み

一押し商品

総合支援

種 製造業 

金 ５００

 

った高い技術

々なニーズに

でをすべて自

重要課題とし

面で迅速かつ

年に創業。以

取引を拡大し

』を、私たち

とです。売上

すが、近年は

ニーズに対応

『立植え式長

の姿勢で作業

』などの総合

同じ感覚（芽の

付けることが

70％以上で

とんど気にな

み 

品 

援窓口】 

万円 

術力を

に応じ

自社で

して捉

つ万全

以来、地

していま

ちの「確

上高の７

は長いも

応してい

長いもプ

業ができ

合疲労度

の向き）

ができま

であり、

なりませ

２０１９年年度版 

 

知財総合支

 同社は、

当窓口活用

話相談でし

果が生まれ

 十勝産業

て発明に係

よる先行技

能性・特許

 立植え式

すだけで素

ー』につい

国）へのリ

説明書の作

支援窓口活

作業者の負

用のきっかけ

した。同セン

れ、同社から

業振興センタ

係る技術的特

技術調査を支

許出願の要否

式長いもプラ

素早く簡単に

いて、研究開

リスク対策、

作成など、同

り

だ

通

く

活用の概要

負担を大幅に

けは、連携機

ンターが当該

ら特許出願の

ターの支援担

特徴を確認し

支援するとと

否についてア

ランターの特

にブロッコリ

発助成金への

専門家（弁

同センターを

窓口担当

同社との共

り、同社へ訪

だいた十勝産

通じ、広い道

く、これら支

窓

窓口

（記：窓口

に軽減できる

機関である公

該プランター

の支援依頼を

担当者を同行

しました。早

ともに、専門

アドバイスを

特許出願と並

リーをカット

の応募申請書

弁護士、弁理

を含む複数の

当者から一

共同研究をは

訪問する際の

産業振興セン

道内で窓口事

支援機関とう

企業か

最初

その

窓口を活用

活用のきっ

口担当者） 

る立ち植え式

公益財団法人

ー開発を制御

を受けたこと

行して同社を

早期の特許出願

門家（弁理士

を受けました。

並行して、同

トすることが

書作成、よろ

理士）を活用

の支援機関の連

一言 （氏名

はじめ、同社

の同行と技術

ターの支援

事業を効率よ

まく連携して

からのメッ

初の相談概

の後の相談

用して変わ

っかけ 

式長いもプラ

人とかち財団

御技術で支援

によるもので

を訪問し、長

願に値すると

士）による視

。 

同社と同セン

が出来る『ブ

ろず支援拠点

用した実用新

連携により強

名：吉川 

が窓口を活用

面からのア

担当者に深

く展開する

て進めること

セージ 

概要 

概要 

ったところ

ンターの開発

・十勝産業振

する中で、特

でした。 

いもプランタ

と判断された

察・相談対応

ターが共同

ブロッコリー

点担当者の協

新案の外国出

強力に支援し

毅） 

用するように

ドバイス等々

く感謝いた

には、地域支

とが重要と感

ろ 

発を進めてい

振興センター

特許発明につ

ターの試作機

たため、J-P

応を行い、権

開発中のスイ

・フローレ

協力による海

願（中国）並

しました。

になったきっ

々、多くの協

します。今回

支援機関の存

感じています

いました。

ーからの電

つながる成

機を視察し

PlatPat に

権利化の可

イッチを押

ットカッタ

海外展開（中

並びに取扱

っかけづく

協力をいた

回の支援を

存在が大き

す。 

2022年09月06日更新　新原稿

　同社は、当初からの主力商品である長いもプランターの開発を通して、十勝産業振興セン
ター、当支援窓口をはじめ多くの支援機関との連携が強固になり、ブロッコリー・フローレッ
トカッターの高性能化、立ち植え式長いもプランターの播種ユニットの電動化、トラクター緊
急停止装置の商品化を達成しました。同社は、知財を念頭にチャレンジし続けています。

　当社は長いも関連農機をはじめ多種多様な機械を開発する総合機械メーカーです。各種機械
開発を通して、多くの支援機関と連携した取組が可能になり、次のような評価や実績を残すこ
とできました。
・第15回新機械振興賞 機械振興協会会長賞　受賞
・令和元年度北海道地方発明表彰 発明奨励賞　受賞
・『立ち植え式長いもプランター』（特許第6149027号）の上市、市場占有率100%、販
売台数54台（H27～R4）
・『ブロッコリー・フローレット』（実用新案第3213445号、CN.209489473.U）の上
市、中国市場に展開
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の上市、中国

2020年2月28日掲載　旧原稿


